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19撞紀末ヴィーンにおける膏楽と政治

一ブラームス派とブルックナー派の対立をめぐってーl

高野 茂

Music and Politics in the Viennese fin-de-siとcle，
with regard to the confrontation between the partisans of Brahms and Bruckner 

Shigeru TAKANO 

仁はじめに

音楽芸術はその時代の政治(あるいは政治と関

連した思想、社会情勢など)といかに関わってい

るだろうか? 作曲家というものがどの程度政治

に関心をもつものであるかが、まずは問題とな

る。しかしたとえ政治や社会情勢を意識する程度

がきわめて強い作曲家の場合であっても、彼の創

作した音楽を に、つまり音や響きをさまざ

まに組み合わせた芸術作品としてみようとするか

ぎり、そこから時代背景なり政治的な要素なりを

読み殺ることは開票iEであろう。音楽は、その美学

的、作曲法的側面を考えるかぎりにおいて、何よ

りも過去の音楽や特定の音楽家たちからの影響、

作曲技法の進歩、音楽様式の変遷などといった音

楽独自のコンテクストにおいて生み出されるもの

である。

襟題音楽や声楽音楽などの場合、その題材の選

択や表現意図が、民族主義のような特定の政治

的・文化的イデオロギーに結び、つくことはよくあ

る。また、作曲しようとする音楽のジャンルの選

択が、特定の社会的・文化的階級意識を反映する

こともありうる。音楽の諸ジャンルは、音楽に対

する社会的要請によって形成されるものだからで

ある。音楽の受容はひとつの文化現象をなすもの

であるから、時代や地域の文化と政治とのかかわ

り方に応じて、特定の作曲家の音楽が社会におい

て政治色を帯びることもあるであろう。

政治との関連が論じられる作曲家のひとりは、

ブラ…ムスである。革命運動にも参加したヴァー

グナーのような音楽家に比べると、ブラームスは

政治とはあまり関係なさそうに思えるが、 Notley

とBotsteinの比較的最近の研究2によれば、ブラー

ムスは、その支持階級や自身の政治的立場、また

知的で論理的な芸術創作の方法などの点で、明ら

かに当時のオーストリア帝国における自由主義に

関連付けられる、という。

周知のように回世紀後半のヴィーンは、音楽思

想的、音楽様式的、作曲技法的にみて、保守派と

進歩派に分かれて対立していた。ブラームスは、

その音楽的論争の渦中にいた人物である。彼は、

バッハ、ベートーヴェン、シューマンといったド

イツ音楽の伝統を受け継ぐ音楽家とみなされ、ハ

ンスリックらの音楽批評によって後古的、保守的

立場の代表とされた。一方それと対立するのは、

ヴァーグナーやリストの「未来の音楽」に共感を

よせる進歩的立場であり、その旗頭としてブラ

ムスに対抗して連れ出されたのがブルックナーで

あった。この対立倶IJの背景にあるのは自由主義に

対抗するドイツ民族(国民)主義であり、それは、
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McGrathも述べているように、政治運動を燃え上

がらせると問時にヴィーン世紀末芸術とも深くか

かわっていたのである 03 こうした当時のジャー

ナリスティックな言命争によって、ブラームスの「保

守性Jやブルックナーの「進歩性」が誇張されて、

それが今日にいたるこの二人のイメージや評価に

影響しているのは言うまでもない。

この保守派と進歩派の対立は、さまざまな側面

をもっ。それは形式美学と内容美学の対立、音楽

の論理的展開重視と霊感による創意の重視という

対立、知性と感情の対立であり、また室内楽と交

響曲ないしは劇音楽という音楽のジャンル的対立

でもあった。 Florosが1980年に公けにした研究書

“Brahms und Bruckner""は、それぞれの音楽家への

解釈学的なアプローチであるばかりでなく、当時

のヴイーンの音楽界を二分する立場の代表者であ

るブラームスとブルックナ一、あるいはブラーム

ス派とブルックナ一派の対立抗争を農富な資料に

よって考察した研究である。

この音楽界における対立関係にいわば外f則から

働きかけ、火に抽を注ぐようにそれを激化させた

のが、当時のオーストリア帝国における政治的対

立であった。そのことは、これまでの音楽史書と

同様に Florosの研究書でもあまり触れられてい

ない。この小論では、まずこうした音楽的論争の

背景となった政治的状況を19世紀後半のオースト

リアの政治史の流れから把握し、先にあげた Not同

I巴yやBotsteinらのブラームス研究などから当時

のヴイーン音楽界と政治的対立抗争との関わりを

さぐり、昔楽家として党派的抗争の渦中にあった

ブラームスとブルックナー、そしてユダヤ人とし

て当時の複雑な政治状況のなかを生きたマーラー

の音楽的立場を考察してみたい。

2耐 19世紀後半のオーストリアの政語5

19世紀後半のオーストリアは、プロイセンとの

覇権争いに敗れて危機感をつのらせ、産業の育成

と民主的な社会改革を急いだ。こうした情勢にお

いて力を得たのが自由主義政党である。自由主義

茂

的憲法の発布された1867年の下院選挙以来、優勢

政党として多くの進歩的政策、すなわち科，学技術

の推進、産業育成、社会制度の合理的改革、カト

リックの影響力の排除、労働者の保護などをおこ

なってきた。自由主義政党の支持者は、進取の精

神に富む食業家や知識人をふくんだよ流、中流の

上層部をなすドイツ人たちゃ多くの同化ユダヤ人

たちである。また被らの多くは、ユダ、ヤ人もふく

めて、ドイツ文化を重んじ最終的にはドイツ人に

よる統一国家形成をめざすドイツ民族主義者でも

あった。

しかしその後、オーストリアにおける産業革命

の進行にともなう帝国の周辺部から都市部への人

口の流入、労働者階級の形成、 1873年に起きた大

恐慌などによって、政治情勢は大きく変化してい

く。 1870年代の半ば頃、 f出民的 nationaUにあた

るドイツ諾“volkisch"の概念が形成された。それ

は、当時力を増してきた民族的排他主義者、反ユ

ダヤ主義を標携する由民主義者たちが好んで、使っ

た震葉である。オーストリア帝国のこうした「ド

イツ国民主義運動 Deuschnationale Bew巴gungJに

みられる主な特徴としては、 ドイツ民族の重視、

科学技術の進歩にともなう社会変革をきらう保守

主義、カトリックの勢力回復、労働者の労働条件

の改善や労働者福祉の推進、実証主義的・知的思

考によって失われていくドイツ文化の復興、そう

した近代的変化を主としてになってきたユダヤ人

に対する反感などが挙げられる。

ドイツ由民主義運動は、もともと自由主義から

出発した改革運動である。産業事命の進行による

オーストリアェハンガリー帝国内の社会的変化や

近代化による伝統文化喪失への危機意識などに適

切に対応できなかった自由党政府に対して批判運

動を展開したのは、主としてヴィーン大学の若い

知i哉人たちであったo 1皮らの存立j哉する「ヴィーン

のドイツ入学生読番組合Lesevereinder deutschen 

Student巴nWiensJは、自由党左派でのちに反ユダ

ヤ主義の急先鋒となる政治家シェーネラーを名誉

会員として持ち上げて、熱烈に支持した。

こうした流れのなかで、 1879年の総選挙で自由
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主義派が後退、保守派の連携によるタ…フェ内閣

が成立する。この内閣は、オーストリアニハンガ

リ…帝国内の多民族性や階級的対立に配慮して、

大衆政治的、折衷的政策をとった01882年にシェー

ネラーの主導によって作成された「リンツ綱領J

もそうしたポピュリズム的政策路線に沿ったもの

である 06 そこには、ヴィクトール・アードラー

(のちに社会民主党を設立)、エンゲルベルト・

ベルナーシュトルファー ハインリヒ・フリート

ユング(自由主義的歴史家)といった前述の「読

書組合」出身者も参加している。ここで注目され

るのは、 ドイツ由民主義運動を推進してきた「読

書組合Jが純粋な政治的団体というよりも、むし

ろショーベンハウエル、ヴァーグナ一、ニーチェ

らの思想、に深く共感する事rrしい文化運動をおこ

なっていたことであるJここに19世紀末の

ヴイーンにおける音楽と政治の接点を見出すこと

ができる。若いマーラーもこの間f本のうちに多く

の友人をもち、彼らの影響によってヴァーグナー

らの思想に開眼させられたと言ってよい。

最初、社会主義運動と連携していたドイツ国民

主義派は、やがてシェ…ネラーを中心として急進

化して、 1887年頃からにわかに反ユダヤ主義的傾

向を強めていく。最も急進的なドイツ国民主義と

反ユダヤ主義を代表する新聞 D巴utschesVolksblatt 

の発行が始まるのも1888年である。ユダヤ人は務

業や金融などの分野で優位に立っていたため、民

衆たちはやがて資本家とユダヤ人を同一視するよ

うになったのである。一方、社会主義運動はその

後、第二インターナショナルの決議のもとに1889

年に最初のメーデーを実行し、その組織を帝国内

に広めていく。

3.政治状況を反映する音楽界における

二つの党派

自由主義とブラームスとの結びつきについて論

じた Notleyによると、オーストリアの自由

の特鍛は、「ドイツへの親近感、カトリック教会

に対する反発心、ならびに反知性的傾向への深い

不信感jであり、また「人間ひとりひとりのもつ

理知的精神への信頼J8であるという。この最後の

点は、 A.シェーリングの雷葉を常りれば「良質

の保守的精神であり、伝来の文化遺産を守り、受

け継いでゆこうとする健全な感覚Y、とのことで

ある。

伝統的な教養市民層をなす彼らは、新生都市

ヴイーンの第一度に住み、劇場、オペラ劇場、

楽ホールの予約席を占有する芸術愛好家でもあっ

たが、音楽芸術に関して、彼らは伝統的ドイツ

楽の支持者であった。ヴイーン楽友協会の会員の

多くはこうした教養市民層であり、ヴィーン・

フィルハーモニーの演奏曲目も彼らの好みを忠実

に反映していた。政治や社会の近代化を推進して

いく進歩的な彼らが、ヴイーンの一見して頑迷間

関な保守的聴衆を形作っていた、というのはいか

にもパラドクシカルである。 Botsteinはそうした

事態について次のように書いている。「由定化し

た見方は、ブラームスを保守主義と、ヴァーグナー

やその支持者であるヴォルフやブルックナーを

「未来の音楽j と結びつけようとするが、この美

学的な二分法を社会的な鏡に映してみたときに

は、それらの立場は逆転する。ブラームスの古典

派音楽につながる美学は、科学的進歩、社会の解

放、近代的自民国家、そして古い生活様式の変化

といったものを信じる確信と結びついているので

ある。J10そのようなわけで、彼らはベ…トーヴェ

ンやバッハの音楽を引き継いだブラームスを熱心

に支持した。

ブラームスは一面では、古典派やバッハの音楽

に劣等感とも雷えるほどの畏敬の念を抱いてい

て、もはや彼らの音楽を凌駕することはできな

い、とさえ考えていたという彼は交響曲、

内楽、ソナ夕、変奏曲などの伝来の曲種やソナタ

形式などの楽式を受け継ぎ、新しい標題音楽の

ジャンルを拒否したが、そうした点は確かに保守

といって間違いない。しかし、ブラームスの

音楽は、後にシェーンベルクが気づいたような進

歩的側面も併せ持っていたブラ…ムスの音楽

を支持してヴィーン音楽界で保守的立場から論陣
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を張ったハンスリックも、プラームスの音楽の作

曲技法的熟練のかげに感覚的魅力や旋律的翻意の

欠如がひそんでいることを感じ取っていて、彼が

手放しで賞賛できたブラームスの作品は全体の半

数にも満たなかったという。13 したがって、ブラー

ムスの音楽が保守的だといっても、それは全体と

して、古典的でわかり易いといった性格のもので

はなく、むしろその内容は不規則な楽節構造や変

則的な拍節法、不協和音の重く濁った響きなどに

よって複雑で難解なものとなっており、教養ある

聴衆にのみアピールするような音楽となってい

る。そうしたプラームスの音楽のあり方に、伝統

を継承しながらそこに大胆に改革の手を加えてい

くという自由主義の特性をみることができる。古

典派の音楽を愛好する教養市民層は、こうしたブ

ラームスの音楽の愛好者でもあったのである。

一方、自由主義にかわる新しいドイツ民族主義

運動と結びついたのが、ヴァーグナーの芸術に共

感する f進歩派jの陣営である。すでに述べたよ

うに、これまでの自由主義的政策に批判的な自由

主義者の第ニ世代の若者たちは、近代化や合理主

義ではとらえられない人間の摂源的な生命やドイ

ツの精神文化に生きる拠り所をもとめてヴァーグ

ナーやニーチェの思想、に額到し、それが芸術的表

現となったリストやヴァーグナーの音楽に熱狂し

た。またヴァーグナー自身の主張するドイツ主義

と反ユダヤ主義は、自由主義政策によって勢力の

縮小を余儀なくされたカトリック聖職者層や

族、中小の企業経営者、保守的農民などの不満に

アピールする力をもっていた。ヴァーグナーやリ

ストの音楽で、音楽の大衆化のすすむさ当時の一般

聴衆にアピールしたのは、音楽の素人をも圧倒す

るような劇的真迫力であり、霊感にあふれた和声

的、旋律的鋭意であったと言える。彼らの用いた

音楽ジャンルも、劇音楽や交響曲、交響詩などの

大衆的形式であった。ヴァーグナーの死去にとも

なうヴィーンでの追悼行事(大学生組織ブjレシェ

ンシャフトの主催、 1883年3月5日)は、 ドイツ

民族主義の党派色の濃いものであり、ドイツ畏族

を主導するシェーネラーの飛び入りの演説も

加わった、ほとんど政治的イヴェントと言っても

よいようなi主格ーをもつものであったou

4. ブルックナーとブラームス

ブルックナーはヴイーンにおいて、その田舎び、

た眼装やマナーや敬鹿なカトリックの信僻ゆえ

に、自由主義的改革以前の古き良き時代のオース

トリアを象徴する人間として尊ばれていたとい

う。15 つまりブルックナーは、野心にあふれたユ

ダヤ人企業家などが推し進める資本主義化とそれ

に伴う社会的変化に危機感をもっドイツ人にとっ

て、なぐさめとなるノスタルジックな存在であっ

た。ブルックナーは、こうした復古趣味とヴァー

グナー的革新が奇妙に結びついた音楽家として、

とくにヴァーグナーの死後、ブラームス派に対抗

する旗手に祭り上げられていった。ヴィーンの

ヴァーグナー協会について論じた J.Deavilleは、

この協会においてブルックナーは、ヴォルフなど

とともに、 fヴァーグナー喪失の空白を埋める存

an absence of WagnerJであった、とさえ述べて

いる。16

ブルックナーがその反対派から受けた批判につ

いて、 Florosは次のように書いている。

「ブラームスに好意的な批評家たちは、ブ

ルックナーの交響曲やミサ由には彼らがブ

ラームスで驚嘆したものがすべて欠けている

と考えた。つまり、熟達した作曲技術、形式

の支配力、楽想、の展開と発展、 f音楽の

一貫性jといったものである。ブルックナー

は音楽的論理がないとか無形式だといって、

くりかえし非難された。J17 

ブルックナーらのそうした「表現の直接性」に

立脚した音楽に欠けているとされるものが、その

ままブラームスの音楽を特鍛づけるものとなって

いる。ブラームス派の批評家たちがそうした要素

を賛美したばかりでなく、それらはブラームス自

身の音楽的信念、作曲についての彼の信条とも一

致していると思われる。

ブラームスは、作曲過殺におけるインスピレー
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ションとその音楽的実現について、次のように

語っている。

f人が旋律のひらめき (Erfindung) と呼ぶ

もの、つまり本当の楽想というものは、いわ

ば天啓でありインスピレーションであって、

私にはどうにもならないものです。でもそれ

を受けた瞬間から、私はこの f賜物」をおろ

そかにすることなどできません。それが正当

に自分の獲得ーした所有物となるまで、休みな

く働きつづけなくてはならないのです。J18 

また別の機会には、多少とも皮肉まじりに、次

のように書いている。

f私は、多作で、容易に作泊ができて、すば

やく完成してしまう作曲家仲間をうらやむこ

としきりです。彼らが百科事典を引くように

ているのではなく、私の場合と悶

じように最良の衝動からそうしているのだ、

と考えたいものです。それにしても、人は何

と嬉しそうに簡単に終止記号を書いてしまう

ことでしょう!それは、自分の心のなかにあ

るものはこれでおしまいだ、という意味であ

るにもかかわらずに、です!私はどんなささ

いな部分でも、そこはもう「出来上がったの

だjとしぶしぶ認める時まで、どんなに長い

間それを持ち歩くことでしょう!J 19 

こうしたブラームスの雷葉からも明らかなよう

に、被にとっては思いついたテーマ旋律そのもの

よりも、その旋律を吟味し反努しながら、そこか

らそれにふさわしい音楽の形態を組み立てていく

ことに作曲の重点が罷かれている。バロック時代

の音楽詩学の吊語で蓄えば、 inventioよりも巴labo-

ratio、つまり創意よりも音楽的意図の実現の方を

重んじる立場である。より近代的な執念では、主

題の展開過程Durchfuhmngを主体とした音楽づ

くりが作曲家ブラ…ムスの特酸である、とも言う

ことができる。「経済的に切り詰められたj少数

のテーマやモチーフをさまざまに駆f吏しでつくら

れたブラ…ムスの音楽、知性や論理性に重点をお

く鍛密で室内楽的な音楽は、旋律の魅力に欠け、

略渋な不協和音に瀧ち、いたずらに学究的な複雑

さをもっという点で、反対派の批判の的となっ

た。先に挙げたブルックナーに対する批判と対応

させて、 Florosは次のように書いている。

fヨハネス・ブラームスは、彼の敵対者たち

から、後の熟達した作曲技術は音楽の創意と

独創性の弱さを覆い隠すものだ、とくりかえ

し非難された。彼は模倣の天才、つまり伺も

独創的なものをもたない作出の名人だとしき

りに言われた。」叩

こうしたブラームスの音楽の特性が反対派の格

好の非難の的となったのは、それがかつて科学技

術の利用や社会の合理化や中央集権化を推し進め

てオーストリアの近代化をリードしてきた自

義的な教養市民層のもつ性格と共通していたから

でもあった。この階躍には多くの同化ユダヤ人が

含まれていたが、技巧信重と独創性の欠如はユダ

ヤ人芸術家を批判する捺のお決まりの論点である

ことを考えると、自由主義批判とユダヤ人批判と

は事実上、重なり合っていたのである。多くのユ

ダヤ人と交友していたブラームスは、その点でも

ユダヤ人の肉類扱いされて非難された。また、ハ

ンスリックはユダヤ人で、ある、という根も葉もな

い噂さえ!揺かれたという

ブルックナーは23年拐にわたってヴィ…ン・

ヴアーグナー協会 Wiener Akademischer Wagner司

Vereinの会員(のちに名誉会員)であった。この

協会は一貫してブルックナーやヴォルフを支持し

た。ヴァーグナー協会の主催する行事は、 ドイツ

民族主義的な新聞である DeutscheZeitungで報道

されるのが常であった。とはいえヴァーグナー協

会は急、進的なドイツ民族主義から一定の距離を

いていた。 J.Deavilleの石iJf究によれば、シェーネ

ラーやルエ…ガーといった急進的なドイツ

義的政治家たちはこの協会の会員として受け入れ

られなかったばかりか、この協会の活動にかか

わったような痕跡は全くない、というf ヴア

グナーの死に際しては、この協会も独自に追悼行

をおこなったが、それは前に述べたものとは別

物であり、拍手の告制も求められた厳粛な雰間気

のうちに行われた、ということであるf ヴァー
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グナー協会の会員には多くのユダヤ人がいた。反

ユダヤ主義者のヴァーグナーの昔楽にユダヤ人が

共鳴するという皮肉な事態は、ヴァーグナーを産

接とりまくユダヤ人ばかりでなく、世紀末ヴィー

ンのユダヤ人にも同様に当てはまる。ちなみに

ヴァーグナー協会内のユダヤ人の存在を嫌った

ヴァーグネリアンたちは、 1889年にユダヤ人を排

除した別のヴァーグナー協会をつくったが、ここ

でもブルックナーは(たとえ形式的であれ)その

主要なメンバーに名を連ねているf本人の政治

的信条はどうあれ、少なくとも外部的にはブルッ

クナーはきわめて政治的な存在だったわけであ

る。

ブラームス派とヴァーグナ一派(あるいはブ

ルックナ一派)の対立がいかに感情的であり党派

的であったかは、ヴァーグナ一派の熱烈!な支持者

であるヴォルフの多くの音楽評論のなかに示され

ている。たとえば彼は、崇拝する 1)ストの作品が

ヴィーンでいかに理解されないかに不平を述べ、

リストの作品にブーイングを送るのは、ほかなら

ぬ一間席に陣取っているユダヤ人たちだ、と弾劾

する。おまたf皮は、ブラームスとブルックナーの

交響曲を比較して、 fブルックナーの交響曲は、

どちらかといえば美的錨植の低いような作品で

あっても、それはチンボラソ山のごとくであり、

それに比べればブラームスの交響曲などもぐらの

接り土に等しいJとまで言い切っているf リス

トの音楽そ断簡拒否する保守的聴衆の態震も党派

的であるが、ブラ…ムスの交響曲に対してブルッ

クナーのそれの庄倒的優位を主張するヴォ jレフの

評議が党派的に偏った判断であることは明らかで

あろう。

5.マーラーの場合

マーラーはふつうヴァーグナ一派であったとさ

れている。若い頃からの彼のヴァーグナーに対す

る崇敬の念が一生涯にわたって変わらなかったの

は事実である。彼はヴァーグナーの音楽に魅了さ

れたばかりではなく、その芸術観や宗教の面でも

ヴァーグナーから多大な影響を受けている。若い

マーラーが菜食主義を実行していたのはその一例

であろう。

彼は小さい頃からドイツ文化を志向しており、

披の芸術もドイツ・ロマン主義に根ざしていた。

15歳でヴィーンに出てきたマーラーは1877年に

ヴィーン大学で学ぶようになり、そこのベルナー

シュトルブァー・サークルにも参加するようにな

る。このサークルは、 1873年の経済恐慌を経験し

た若者たちが従来の告患主義に疑問をもち、新た

にドイツ文化を見直し、また労働者をめぐる社会

開題にも関心を寄せる進歩的な学生たちの集まり

であり、前述の「ドイツ入学生読書組合jの中核

的存在である。彼らは親の世代の自由主義に反発

しながらもその精神を受け継ぐ一方、ヴァーグ

ナーの音楽と思想、またショーベンハウアーや

ニーチェの思想を信奉し、近代性よりもドイツ民

族の精神や文化的伝統に精神的拠り所をもとめ、

新たな生き方と芸術を模索しようとする情熱に燃

えていた。

そのメンバーには、主導的な役割を果たしてい

た劇詩人の 1)ピナー、教育者でジャーナリストの

ベルナーシュトルファー、社会主義運動家のヴイ

クトル・アードラーをはじめとして多くのユダヤ

人がいた。こうした多くの若いユダヤ人たちがド

イツ民族主義に共感してそれを熱烈に支持したの

は、 McGrathによれば、長らくドイツ文化への全

面的な参加をゆるされなかった彼らが熱望してい

たドイツ文化との向化への道を、 ドイツ民族主義

が提供したからにほかならない。幻

マーラーは必ずしもこのサークルの熱心なメン

バーであったわけではないが、とくに 1)ピナーと

は親しい関係にあり、この 1)ピナーを通じてニー

チェやヴァーグナーへの理解を深めた。何よりも

ヴイーン大学時代から1890年代くらいまでの若い

マーラーの作品や書鯖等をみれば、ヴァーグナ

やニーチェの思想、の影響は明白である。また彼

は、ヴィーン大学での恩師でもあったブルック

ナーに対するヴイーン聴衆の無理解に憤り、彼の

交響曲のピアノ繍曲をはじめ、彼の作品の出版援
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助にいたるまで、支持と援助を惜しまなかった。

これらの事実を考えると、マーラーはヴァーグ

ナ一派であるとする一般的な見方に疑問の余地が

ないかに思えるのだカ宮、マーラーとブラームスと

の関係を検討すると、また別の面が明らかとな

る。多くの研究者が指摘するように、マーラーの

ブラームスに対する態震は一見して矛盾にみちた

ものであるが、ここでは彼のブラームスとの親近

性について考察してみたい。

マーラーは1890年代、夏の休暇にはきまって

パート・イシュルで静養中のブラームスを訪ね

た。ブラームスがかつてブダベストでのマーラ

によるモーツアルトのオペラ上演を高く評価した

のが、そのきっかけであった。マーラーが反ユダ

ヤ主義の政治家の代表格であるルエ…ガーが

ヴィーン市長となった同じ1897年に、ヴィーン宮

廷歌劇場監督のポストに就くことができたのも、

ブラームスやハンスリックといった保守派といわ

れる人たちの支持があったからだと考えられてい

る。これらは立身出世令をめざすマーラーが力ある

人たちに取り入ったのだとみる向きもあるが、必

ずしもそうとばかりは雷えない。

こうした時代、反ユダヤ主義とたたかいユダヤ

人を擁護したのは、従来の自由主義者たちであっ

た。その点でブラームスも例外ではない。 彼はユ

ダヤ人に対する差別的意識がなく、多くのユダヤ

人の友人や知人をもっており、そのユダヤ人との

近さが批判をまねくこともあったという。そのブ

ラームスがマーラーを(あくまで演奏家としてで

はあるが)正当に評価して、彼を支持したとして

も不思議ではない。

一方マーラーは、ヴォルフとは違い、ブルック

ナーよりもブラームスの音楽をより高く評価して

いたことが知られている。パウアー=レヒナーの

伝えるところによると、この二人を評価するにあ

たって彼が霊撹したのは、楽想のインスピレー

ションそのものよりも、その素材をいかに有機的

に展開し、素材と形式の一体化したかたちをつく

れるかであった。出それとは対用的に、ヴォルフ

は音楽的霊感の真偽を厳しく特定し、ブルック

ナーに「知性の欠如jを認めながらもその臣人的

患吹を賛美したf ヴォルフとマーラーの評価

は、リストについてもはっきりと分かれる。マー

ラーがリストを評髄しない理由は、その「貧弱な

内容と見せかけだけのつぎはぎ細工Jにあるとい

うf こうした音楽の論理的展開や形式や音響の

完成度へのこだ、わりは、ブラームスにみられる旋

律の鋭意 inventioに対する展開的労作的作業

elaboratioの重視に明らかに通じるところがあ

る。マーラーも、ひとつの楽想を思いつくと、そ

れを長いこと自分の中であたため、そこから流れ

出す音楽の自然で論理的な発展を追い、それを吟

味、反揺しながら作品を形成していった。

次に挙げるのは、音楽の労作作業といってもそ

れが無意識のうちに行われる神秘について語られ

た発音であるが、ブラームスとマーラ…の作曲方

法の類似を示している点で輿味深い。旋律のひら

めきは天啓であってそれに自分は関与できない、

という先に引用したブラームスの引用で、彼は続

けて次のように述べているが、それはマーラ…の

残した向様の発言と内容的に瓜二つである。まず

はブラームス

i[ひらめいた旋律を〕すぐに自分のものに

しよう、などと考える必要はありません。思

いついた楽想は、種子のようなもので、私が

知らぬ間にそれ自身で発芽して成長していき

ます。私がある歌曲の最初の部分を、たとえ

ば「銀色の丹が昇ったときJ(歌う)という

ように考えついたとしますと、わたしはそこ

で本を閉じるように作業を中止して、散歩に

出かけるか別の酪に取り組んだりして、そ

れっきり半年間もその歌曲について考えな

い、なんでいうことがあるのです。だからと

いって、それを忘れてしまうなどということ

はありません。長いことしてその歌曲をふた

たび取り上げてみると、思いがけずもそれは

すでに形をなしていて、そこではじめてその

歌曲の作曲にとりかかることができる、とい

うわけで、す。J31 

次はマ…ラー



64 高野 茂

「人は寝ているときにもう一人の自分が活動

していること、そしてそれは生成し成長し

て、本当の自分が求め、欲して得られなかっ

たものをもたらす、ということを知ってい

る。とくに芸術家は、そうしたことに関して

は数限りない事例を知っている。このもう一

人の自分が、(劇場の営みという恐ろしい悪

夢をみていた)10ヶ丹の冬眠中に僕の第4交

曲に取り組んでいたなんて、信じられない

ことだ!

なぜかといえば、今年またこの作品の仕事

を始めてみると、去年アウスゼーでその創作

を中断しなくてはならなかった時点よりも、

それはさらに進展し、より完全なものになっ

ていたのだ。それに一時としてまともに取り

去旦んだことなどなかったのに。J32 

これには、マーラーとブラームスが作曲活動を

夏の休暇の期間に集中していた、という事'情も関

係している。マ}ラーはオペラの指揮者や監督の

業務のため、ブラームスは漬奏活動、演奏会の企

画・運営、自作の出版にかかわる仕事、地の作曲

家のものも含めた作品の整理、編集作業などのた

めである。

このようにマ}ラーは、 ドイツ自民主義的思想、

と文化に傾倒しながらも、自由主義的精神にもと

づくブラームスの音楽の知性的性格、般密な論理

性、楽想、の自然で論理的な展開の重視といった菌

に、理解と共感を示した。こうしたマーラーのブ

ラームス評価は、同じくユダヤ人のシェーンベル

クのそれにも通じるものをもっている。個人とし

ての人間は、時代や;場所にまつわる政治的イデオ

ロギーや文化的思潮に惑わされることのない、良

識と冷静な鑑識眼をもつことも可能で、あり、その

点ではマーラーがブラームスと相通じるところが

あったとしても不思議で、はない。しかしそこに、

当時のヴィーンの政治的・社会的変化を関係づけ

ることも可能であるように思える。

1870年代くらいからさかんになったドイツ留民

主義運動は、最初は文化的共同体としてのドイツ

国民 (Volk) を共通のよりどころとしていたが、

1890年代になると人種的な意味でのドイツ由民を

標携して反ユダヤ主義をとなえるようになる。こ

うなるとそれまでドイツ国民主義運動に参加して

きたユダヤ人たちの地位があやうくなり、彼らを

擁護するのが!日来の自由主義陣営をおいて他にな

くなってしまう理屈である。 1890年代における

マーラーの行動や膏楽創作上の変化、すなわちブ

ラームスへの接近、ニーチェの思想からの離反、

諜題交響曲から倍統的交響曲形式への復帰といっ

た、!日来の由由主義への接近を示すかのような諸

事実は、ドイツ国民主義運動の急進化と反ユダヤ

主義の台頭という政治・社会的変化と、ほほ時を

同じくして起こっているのである。

、迂

1 この論文は、 2004年12月12日の日本音楽学会開溜支

部第316殴例会(，情報処理学会との共催)での研究発

表 1i!J:紀米ヴィーンにおける音楽と政治jにもとづ

き、それを修正、補足したものである。

2 Margaret Notley， Brahms as Liberal: Genre， Style， and Polト

tics in Late Nineteenth-Century Vienna. In: 19th-Century 

Music XVII/2 (Fall 1993)， pp.107-123; Leon Botstein， 

Brahms立ndNineteenth-Century Painting. In: 19th同Century

Music XIVI2 (Fall 1990)， ppJ54-168およびGustav

Mahl巴r'sVi巴nna.In: The Mahler Companion， 1999， pp.6 

38. 

3 William J. McGrath， "Volkss巴elenpolitik“andpsychologi-

cal rebirth: Mahler and HofmannsthaL In: Journal of Inter-

disciplinary History IV， 1973， p.53. 

4 Constantin Floros. Brahms und Bruckner. Studien zur musi“ 

kalischen 怠X巴getik，Wi巴sbaden，1980. 

5 この時代の政治約・社会的状況の記述に|探しては、

j主1で挙げた NotleyとBotsteinの論文やその他とく

に注で示した資料のほかは、次の資料を参照した。

今来陸郎(最高) 1中的;史世界各国史7J (山)11出版

社 1970) ; j菊塚信著作認)1ドナウ・ヨーロッパ史

新級世界冬国史19J (山}II出版社 1999) ;岩尾祐

司/井上茂子(編著)1近代ドイツの歴史 18世紀か

ら現代までJ(ミネルヴ 7:FJ}:房 2005) ;カール・

ショースキー li世紀末ウィーン 政治と文化J(安井

琢磨訳岩波書庖 1983) ;村間殺人「反ユダヤ主

義 世紀末ウィーンの政治と文化J(講談社 1995) 

6 政治J二のポピュリズム(人民主義)の概念は、ふつ

うアメリカ合11<:00やラテン・アメリカ諸国の政治に

関連して使われるが、 19汲紀後半のドイツやオース



19世紀末ヴイーンにおける音楽と政治

ブラームス派とブルックナ一派の対立をめぐってー 65 

トリアにおける部長主義運動 v凸lkischeBewegungにそ

の起源をもっ。 (McGrathは彼の著作“Dionysianart and 

populist politics in Austria"において、“populist"の諮を

“volkisch"の訳語として使っている。)つまり、産業革

命の進展とそれにともなう資本家主導による社会の

合礎化から取り残された農民、労働者といった民衆

(Volk)、また没落交族、カトリック襲戦者層、さら

には少数派のエスニック・グループなどの不満に広

く答えるような政治がもとめられていたのである。

こうした人民 (Volk)本伎の遂動は、しだいにドイツ

民族 (Volk) 中心の政治運動(汎ドイツ主義、反ユダ

ヤ主義)へとその性格を変えていく。

7 この「読者:組合Jやその中核となった「ペルナーシュ

トルファー・サークルjについては、 i主6(こ挙げた

William McGrathの研究に詳しい。

8 M. Notley， p.1 08， 113 

9 ibid.， p.l12 (n.30) 

10 L. Botstein， Brahms and 19t1トCenturyPainting， p.l58 

11 C.刻oros，Brahms und Bruckner， S.35 

12 A. シェーンベルク:革新主義者ブラームス 「音

楽の様式と思想j上回BB訳(三一書房 1973)所 j伐

pp.33ω89. 

13 C. Floros， Johannes Brahms "Frei aber einsam". Ein L巴b巴H

fur eine poetisch巴ルlusik，Zurich!H剖nburg1997， S.226王

14 James Deaville， "Di巴 Wachtan der Donau吋!?The Wiener 

Akademischer Wagner‘Verein， Wiener Moderne and Pan巴

Germanism. 1n: Wien 1897: Kulturgeschichtliches Profil 

eines Epochenjahres， hrsg. V. Christian Glanz， Frankfurt a. 

M. 1999， p.65ff 後述するように、ヴァーグナー追悼

祭にはこれとは別に「ヴイーン・ヴァーグナー協会

W同時erAkademischer Wagner-vi巴reinJ主催によるもの

が、 3月 1日に倍されている。このヴァーグナー協

会にはユダヤ人会員も多く、その追悼祭も、この協

会のその他の活動と何様に、政治色を綴力持1'1徐した

ものだったという。

15 L. Botstein， Gustav Mahlers Vi巴nna，p.12. 

16 J. Deaville， p.64f. 

17 C. Floros， Brahms und Bruckner， S.33. 

18 1mogen FeJlinger， Grundzug巴 BrahmsscherMusik加 ffas罰

sung. 1n: Beitrage zur Musikanschauung im 19. Jahrhun-

dert， Regensburg 1965， S.l20. 

19 ibid.. S.l21. 

20 C. Floros， Brahms und Bruckner， S.31f 

21 F. Blumeによると、ハンスリック z ユダヤ人説のお所

は、ヴァーグナーの ri'苦楽におけるユダヤ性につい

てjの1869年!奴であるという。 (IBMGGの“Hans!ick"

の項目)

22 J. Deaville， p.57. 

23 ibid.， p.65ι 

24 L. Botstein， Gustav Mahler's Vienna， p.20 

25 Hugo Wolfs MusikaIische Kritiken. 1m Auftrage des Wiener 

Akademischen Wagner-Vereins. Hrsg. von Richard Batka 

u日dHeinrich Werner : Unveranderter Neudruck der Aus-

gabe von 1911， SchaanILiechtenstein， 1983， S.272ff. 

26 ibid.. S.265. 

27 W. McGrath， "Volksseelenpolitik" and psychological re-

birth， p.59 

28 ナターリエ・パウアー=レヒナー「グスタブ・マ

ラーの思い出j ヘルベルト・キリアーン編 高野

茂訳音楽之友社 1988，pp.54-5. 

29 たとえば“Bruckner.同Abend"(こついての1884年12月28日

f~ の評を参照。 (Hugo Wolfs MusikaIische Kritiken， S.l26 

f.) 

30 ノてウア-レヒナー， p.56. 

31 I. Fellinger， S.l20. 

32 パウア-=レヒナー， pp.356-7 


